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おわりに
はじめに
　現在，世界で問われている巨大な問題の一つに地球的規模での環境問題が
ある。それは，世界人口の増大や人問活動の拡大，特に工業化を背景として，
温暖化，海洋汚染，熱帯林の減少，砂漠化の進行，野生生物の減少などの環
境の汚染，破壊が発生していることである。
　この環境問題は，私達人類が過去の歴史をもとに形成してきた物質文明を
もととしての，未知の環境の創造に伴うものともいえる。そして，私達自身
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＼が生物種としてその未知の環境に適応できるか否かが，問われはじめている
のである。
　視点を教育の世界に向けてみると，平成元年3月に公示された新幼稚園教
育要領は，幼稚園教育の基本を環境による教育におくこととし，幼稚園教育
においては，幼児期の特徴や幼児の特性を踏まえながらねらいや内容にふさ
わしい環境を構成し，幼児が自らその環境にかかわって，展開する生活を通
して，その心身の発達を促すことが望ましいとしている。また，初等教育に
おいて新設された生活科の設定趣旨においても，低学年児童の発達上の特徴
から直接体験を重視した学習活動では，学習の対象は，自分を含めた環境そ
のものであるとしている。
　以上のように，現在，「環境」のことばは，様々な角度を通して広く使わ
れ，しかも，それぞれ重要な課題解決のキーワードとなっているのである。
この小論では，「環境」とは，いかなる概念なのかの考察を試みることとす
る。
1．環境とは何か
　1866年に生態学という新分野を生物学の中のひとつの分科として設定した
ドイッのエルストン・ヘッケル（1834～1919）は，「生態学とは，生物と環
境との関係を研究する学問である。」と定義している。ここでは，環境とい
う言葉は，生物の周囲にあって，相互作用をもつものすべてをさしていると
考えられる。環境とは一般に生物の生活について考えられている概念である。
　英語で環境を意味するenvironmentは，「生物体を取り巻く周辺の自然
界の総和」とされているが，この解釈は1600年代以降の生物そのものの研究
とその生物を取り巻く生物以外の大地の状況，気候，水や大気の存在などが
生物の存在に大きく関連していることが明確になってきたことによるもので
ある。
　環境ということばは，明治になり，欧米の生物学が移入されたときに，生
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物に働きかける自然であるenvironmentalを訳したものである。
　以上のように，環境という概念には，主体としての生物体が存在し，それ
に対してそれを取り巻く周囲の外界という意味が内包されている。約35億年
前の原始の時代において，生命の起源があったとされているが，この時，は
じめて生命体とそれを取り巻く外界とが区別された。生命体の誕生と独立と
が環境の起源といえる。しかし，この独立は，環境との相互作用一物質の交
換一という相対的独立であった。この相対的独立を基盤として生物は進化し，
人類の誕生を可能としたのである。したがって，環境との相互作用こそが生
物体のもつ本質的な特徴のひとつなのである。生物はその環境と切りはなし
ては存在できないし，同時に環境もまた，主体である生物と切りはなしては
理解できないといえる。
　日本民族の深層文化は，照葉樹林を背景とした稲作を中心に形成されたと
する照葉樹林文化論がある。
　紀元前4・5世紀ごろ北九州に上陸した稲作は，綿花，茶，柑橘類の栽培，
養蚕，漆器，竹細工の生産などをともなって，亜熱帯的風土をもつ西日本を
中心に照葉樹林文化を形成，発展させたのである。
　この照葉樹林文化は，東日本のブナ林帯まで拡大され，弥生時代の前期，
紀元前2・3世紀には，青森に稲作が伝播し，ブナ林帯に属する東北地方や
中央高地まで，照葉樹林文化の影響を強く受けるようになった。その結果，
独自のブナ林文化は，統合された面もあるが，その痕跡はいまだ東北地方や
中央日本の山村に色濃く認められている。
　明治維新後，日本の近代化が急速に進み，わが国の現代社会は高度な工業
化社会となったが，その深層文化は照葉樹林文化という農耕文化である。近
代的なプラント建設をはじめ家の新築の際の地鎮祭は，農耕的な神道儀礼で
あり，宮中での天皇による田植えや稲刈り，皇后による養蚕は，これも農耕
的な儀礼にほかならない。また，神嘗祭・新嘗祭の祭事もまた，わが国が本
質的に農耕社会であることを示している。
　照葉樹林文化は農耕のみでなく，衣食住の生活様式それにともなう生活習
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慣にまで浸透することになる。日本の住居がむし暑い夏本位に造られた開放
的な構造となっているが，これは冷温帯のブナ林帯にまで広がるのである。
　以上のように，照葉樹林という植生は，人間の儀礼や祭事，生活様式，習
慣という精神構造までも形成するはたらきをもつのである。日本人という民
族は照葉樹林ならびにブナ樹林という環境の中で生まれ育ち，日本の国土と
いう環境は日本人との相互作用によって形ち作られてきたといえよう。
2．人間と環境との関連
　環境問題にしろ環境による教育にしろ，この場合の環境は，人間にとって
の環境である。たしかに，現在われわれをとりまく環境特に自然環境は，人
類ぬきのあるがままの自然ではなく，都市はもとより，田畑も，森林も，河
川・湖沼・海も，人類の活動の手の加わっていないものはなく，むしろ，人
類の環境へのはたらきかけの結果として存在しているといえる。したがって，
「環境の主体」は人問といえる。
　環境の主体としての人間について，奥野は次のように述べている　「自明
のことだからというわけか，環境問題を扱ったどの本にも，環境の主体を人
間にとるという記述はない。ところが，ひと口に人間というが，本当はこれ
があまり“自明”ではない。人間の存在の仕方は非常に複雑であって，だか
らこそ，人文・社会科学という，人間についての巨大な学問分野が発達して
いるのである。人間の環境を問題にするのなら，その主体の存在の仕方の分
析を，まず行なわなければならない。ところが，生態学者の環境論には，そ
れがまったく欠けているのである。
　人間は，具体的には“個人”として存在している。一人一人が具体的な，
独立した人間である。当然，環境の主体として，一人一人の個人をとること
ができる。
　一方，人間はまったく孤立して暮すことはできない。家族をつくり，家族
が集まって集落をつくる。それも，村・町・市としだいに大きくなり，巨大
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な都市となる。また，個人は毎日，家族集団・地域集団からはなれて，職場
や学校へ行き，会社・役所・学校など，別の集団をつくる。そして，これら
の集団をすべてひっくるめたものが国であり，国が集まったものが世界とよ
ばれる。人類という言葉は，ふつうはこの世界集団，人間全体を指している。
　人間はこのように，さまざまな段階の集団をつくって生活しているのであ
り，これらの集団のどれでも，環境の主体としてとることが可能である。」（1）
　一方，小野は人間中心主義ともいえる「環境の主体としての人間」は，人
間の傲慢であろうとして，「地球の自然がまず厳然としてあって，その中に
ヒトもまた一生物として存在を許されているのである。」（2）と述べ，総体と
しての地球＝生物複合体，すなわち，地球表面全体とそれを取り巻く大気圏
まで含めて一つの壮大な有機体とそれの自立的な調整機能によって地球全体
（環境）の安定がはかられてきたとして，個別的，解析的なとらえ方に対し
て反論している。
　たしかに，人間の環境へのはたらきかけは，技術の発達とともに過度なも
のとなり，結果的には環境を破壊してきた。そして，その地域の生物種を減
少させ，そこに住む人間の生活をもうばうことになった。例えば，紀元前30
00年紀のメソポタミアの農業における麦の収穫量は，18世紀ヨーロッパのそ
れを大きく上まわっていた。したがって，その地には，多くの人間と多くの
羊が生きていた。しかし，過度の潅概は，土地に塩害をもたらし，砂漢化現
象を引き起こすことになり，農耕地は崩壊し，人問とその仲間は姿を消すこ
ととなる。メソポタミア平原の歴史はその繰り返しであったといわれており，
現代においては，地球全体の環境に対して，強大な技術力をもとに人類は過
大にはたらきかけ，地球的な規模での環境問題を引き起こしているといえよ
う。
　この人類の環境への過大なはたらきかけは，地球全体＝環境の安定が，地
球を自立的な調整機能を持つ一つの壮大な有機体としてとらえたときに生ま
れるという考え方によるものではない。むしろ反対に固体レベルにしろ，家
族，集落，国家などの大小の集団にしろ，人間は自分自身を中心として排他
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的に環境を独占しようとしているのである。
3．人間生活と環境
　人間生活にとって環境は，2つの立場で考えることができよう。一つは人
間個人を主体とした場合で，他は人類全体の場合である。どちらの場合も，
次の3つの環境が考えられる。
　（1）人間と人間がつくり出した環境。
　（2〉動物・植物・微生物などの生物の世界。
　（3）大気・水・土壌など無生物的環境。
　人類は，人類がつくりだした技術をもとに人間独自の半独立的な部分系を
つくりだしている。そこには，人問どうしのかかわり合いである社会が形成
されている。また，その社会で人間生活をささえている衣食住は，ほぼ百パー
セント人間社会の機構の中で，加工されたものである。飼育栽培された動植
物をもととした食物，水道という技術によってつぐりだされた飲料水，・土は
不動産として人問社会の機構の中にとりこまれている。
　環境の主体が個人であるとき，その主体に最も主要な環境は他の人間であ
るといえる。人間は前述の半独立的部分系である人問社会の中で生活をして
いるのであって，自然の中に直接住んでいるのではないのである。このこと
は，特に近代における発達した科学技術をもととして形成された工業化され
た社会において，自然への無制限なはたらきかけと人間の都合にあった環境
をつくることが人類の進歩であるという錯覚を生むこととなり，環境の汚染
と破壊をもたらすこととなったのである。
　後者の場合，すなわち，人類全体を環境の主体とした場合，応々にして，
主要な環境は，（2〉の生物と（3）の無生物的環境となる。その結果，人類が自
然を破壊し，破壊された自然が人類にしっぺ返しをするという姿が現われ，
人類の中での加害者と被害者との関係が消滅するのである。
　いづれにしろ，環境ということばは，自然環境だけでなく，社会環境とい
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う意味が，特に人間生活の環境においては強い意味をもっているのである。
　人問の生活にとって経済活動は，その基盤となっている。そのために，特
に先進国において，大規模開発と工業化が行われた。ここでは，技術は自然
と人間社会との関係を媒介するものとして利用された。この工業化において
石油，石炭などの化石燃料の消費，森林からの木材の伐採，生産開発工程に
おける大気，大地，川，湖沼，海などの汚染，産業廃棄物や日常生活廃棄物
の投棄による汚染などによって環境は急速に悪化し，多くの生物種数を激減
させ，人間の生命をも脅かす結果となっている。
　「かけがえのない地球（Only　One　Eath）」をキャッチ・フレーズとして，
1972年6月スウェーデンのストックホルムで開催された国連人間環境会議は，
環境問題全般についての大規模な国際会議として初めてのものである。
　この会議の背景となったのは，1950～60年代の経済発展に伴う先進国を中
心とした環境破壊，「宇宙船地球号」という考え方，開発途上国における貧
困と環境衛生の問題であった。
　この会議においては，先進工業国における環境問題については経済成長優
先から環境保全への転換が重要であるとされた。そして「人間環境宣言」や
地球を守るための「行動計画」が決定された。
　また，「サミット」と通称される先進国首脳会議においても環境問題が重
要議題の一つとして採り上げられている。特に，アルシュ・サミット（第15
回首脳会議，1989年）では，経済宣言の三分の一以上を環境問題で占めるま
でになっている。
　人間環境会議ならびにサミットにおける宣言は，人類生存における基本的
立場を環境保全のうえでの経済成長を前提としていることを明らかにしてい
るといえよう。
4．人間環境とは何か
人間環境会議に参加した沼田は「今回の人間環境会議においては，環境と
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いうことばがふんだんに使われた。人間環境宣言あるいはその他の行動計画
のなかでも，多く使われたのであるが，肝心の環境観が必ずしもはっきりし
ていない。生態系（エコシステム〉とか，あるいは生態的なバランスという
ようなこともしばしばふれられているが，それらはきわめて抽象的に使われ
ているにすぎない。この地球上の生態系を人間中心に，人間主体的にとらえ
たときに，いわゆる人間環境という主体一環境系的概念が出てくると思われ
るが，その人間主体的な生態系のなかで，いったいどういう姿が理想的なの
か，つまり人間生態系の目標の設定が必ずしも明確でなかった。」（3）と述べ，
地球上の人問環境として，いかなる形を理想として追求するかという，基本
的な人間環境観の確立が一番の問題であるとしている。
　確かに，．幼児教育にしろ初等教育にしろ「環境による教育」の環境とはいっ
たいいかなるものを指しているかが明確にされない状態では単なる言葉の遊
びに終始するのではないだろうかという疑念が残こることになる。人間環境
宣言においても「人間の幸福のための環境の改善」をうたっているが，この
場合の環境とはいかなるものを指すのであろうか，暖冷房完備の家に住み，
自動車を持って，週末はレジャーを楽しむような生活のできる環境なのか。
それとも，自動車も工場もない原始に近い生活のできる環境なのか。よりよ
い社会，もっとよい環境とは何か。子どもにとって，いかなる形が理想的な
環境なのか。人間環境の基本的な環境観が問われているのである。
　次に，環境の人間に対する役割について述べる。
　その第1は，人問の生命維持に必要な物質（食糧，水，空気など）を提供
する貯蔵所であること，さらに，人間の技術文明を保つために必要な物質と
エネルギーの貯蔵所であることである。
　第2は，環境は人間の住む生活の場であるということである。
　人間の生きる姿は，環境との相互関係なしには成立しえないのである。現
在，人間を含めた環境は無機的環境・生物的環境，それに人間的環境を加え
た3つに大別され，同時にこれらの間の相互関係をより包括的にとらえよう
とする見方がなされている。これには，自然科学，特に生態学の進歩による
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環境観，自然観の変容もその背景となっている。
　日本弁護士連合会第29回人権擁護大会（1986年10月18日徳島市）において
「自然享有権」という新しい考えを盛り込んだ「自然保護のための権利の確
立に関する宣言」がなされた。「自然享有権」とは，「自然を公共財産とし
て後の世代に継承すべき義務」も含め「自然の恵沢を享有する権利」を内容
にしている。
　人間の生きる姿を環境との相互関係という考えをもとにとらえ人間環境を
次の4つに分けてみた。
　（1）生存の基盤としての環境
　環境の役割のひとつとして人間の生命維持に必要な物質（食糧，水，空気
など）を提供する貯蔵所であると前述したが，それが相当する。最も基礎的
な環境，すなわち生存そのものに直接かかわるものである。人間の技術をも
とにしての栽培や飼育の結果としての穀物，野菜，肉なども，直接・間接に
緑色植物による炭酸同化作用によって作られた物質である。また，呼吸に必
要な酸素もその結果生成されたものである。人間は生きている限り，生物的
または非生物的環境を生存の基礎として，それとの相互作用を維持し続ける
のである。
　（2〉人間生活のための環境
　自然の法則をそのまま人間生存の法則としてきた人類は，知恵と経験をも
ととして技術を産み，それによって人間独自の世界を形成した。一般的にい
う人間社会がそれに相当する。これは人間によって創造された新しい環境と
もいえる。その新しい環境の代表となるものが都市である。都市は多くの人
間が生活する場であるが，そこには様々な問題が山積することになる。住居，
道路，交通，上下水道，ゴミ・汚物の処理，工業化に伴う空気の汚染，河川
の汚濁，食糧・飲料水の供給，燃料の確保，伝染病など保健衛生面での対応
など広く社会の人々全体を主体とした生活環境の保全が大きな課題である。
　（3）労働と自由時間のための環境
　社会の発達は，経済的な基礎なしに考えることはできない。その経済をさ
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さえるものとしての労働は，女工哀史で知られる紡績工場，有害な粉塵や落
盤の危険にさらされる石炭採掘など過去においてみられたように極めて厳し
い条件下で行われた。この例ばかりでなく多くの労働においての重労働，栄
養不足，不十分な健康管理など劣悪な環境条件下での労働があった。
　これからの人間環境として労働のための環境作りは重要な課題であろう。
　近年，週休2日制の普及，F　A化，O　A化の進展などに伴って労働時間の
短縮が計られている。また，それ以外の諸々の労働環境は改善されつつある。
これは人間環境としての社会の進歩といえよう。
　一方，労働環境の改善に伴う自由時間の増加がある。最近10年間で，男性
で2，100時間／年から2，300時間／年に，女性で1，800時間／年から2，000時間
／年に増加している。そして，この自由時間を単に必需時間や拘束時間の残
余として消費するということから，自らの選択に従って積極的に活用する姿
勢へとライフスタイルを変えることになった。
　多彩な文化活動，スポーッ，アウトドア・レクリエーションが活発化して
いるが，それらの活動をささえる施設，設備，指導者等の環境条件の整備は
欧米に大きく立ち遅れているといえる。人間環境のひとつとして計画と実現
が望まれている。
　「ヒトはパンのみのために生きるにあらず」という，労働と自由時間が人
生80年のライフシステムとして定着するためには，生涯にわたり総合的な福
祉を高めていく社会システム，多様な場で国民が社会参加できる社会システ
ム，新しい生活文化を創造する社会システムそして生涯における教育，労働，
余暇が適切に組み合わされた社会システムなど社会システムとしての環境の
創造が必要となる。
　（4）育てるための環境
　幼稚園や学校は，子供，生徒，学生を主体とする様々な環境要因によって
成り立っている。その育てるための環境は，社会環境の進歩とともに進展し
てきた。その社会環境の進歩は，自然環境によってささえられている。人類
はその歴史の過程において環境への理解を深め，より多くの人々を主体とす
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る方向に社会の変化と進歩を求めた。人類が地球環境への認識を自覚し始め
たのもその結果である。したがって，環境についての知識・理解は，自然・
人文・社会のすべての科学にわたっているのである。
　育てるための環境は，社会環境ならびに自然環境についての十二分なる知
識と理解とを基盤として創り出さねばならない。人間の進歩は社会環境と自
然環境とによって図られるからである。
　ロバート・フルガムは，著書「人生に必要な知恵は，すべて幼稚園の砂場
で学んだ」（4）の中で，次のように述べている。「人間，どう生きるか，どの
ようにふるまい，どんな気持で日々を送ればいいか，本当に知っていなくて
はならないことを，わたしは全部残らず幼稚園で教わった。人生の知恵は大
学院という山のてっぺんにあるのではなく，日曜学校の砂場に埋まっていた
のである。……中略……マタイ伝の教え，いわゆる「黄金律」の精神や，愛
する心や，衛生の基本が述べられている。エコロジー，政治，それに，平等
な社会や健全な生活についての考察もある。」
　幼稚園や学校の砂場に，育てるための環境を見い出したといえる。育てる
ための環境とはいかなるものか示唆にとんだ言葉である。
おわりに
　人間の存在自体もまた自然の一部である。そしていかなる生物も環境の制
約を受けて存在し，同時に環境に働きかけている。動植物，微生物それぞれ
の種の環境へのはたらきかけのありようは，観察され続けている。その結果，
ある特定の地域におけるすべての生物種のすべての個体の環境へのはたらき
かけの総体を生態系としてとらえることが可能となり，最近では人問もまた
生態系の構成生物種のひとつであるという認識と観察がおこなわれている。
ただ人間は他の生物の何千，何万というエネルギーと技術をもとに環境に働
きかけるという特殊な面をもっているため，環境へのはたらきかけは多様を
きわめ複雑なものとなっている。その結果として形成された都市を中心とす
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る半独立的な部分系である新しい環境の真のあるべき姿は，不透明なものと
なっている。アメリカではこの課題解決をねらいとして大統領府にナショナ
ル・ゴール研究部を設けているが，人間環境としてのナショナルは何なのか。
現時点でその姿は決して明らかにはされていない。人類のもつ課題のひとつ
として一層の検討が必要である。待望してやまない。
　最後に小論を書くにあたり多くの御助言をいただいた東京学芸大学名誉教
授の小林萬寿男先生に厚く御礼申し上げます。
　大方の御批判，御叱正をお願いする。
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